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pdakand bat and aatpdafb aab nadafaab nadafb aattfab
風(流行)は強かったが多くあった、風を加えた(流行の)争いは全て長期ではなく、
争わず幾らか集まった遠い人だった。

sbat bqaab aadafb daqb aadaum aaaadafb aadaqb aab fb sb
成長せず古いだけで幾らか争い支配し、所有家はしばしば争った。
幾らかの争いは幾らか成長した国だった。

nadaqaab nadafb qaaand batar fadar saadar aadaumb
自立心が無く争わず、小さくはあるが良い土地は遠い農地で、
幾らかの農地は所有家のものであった。

aadafab nadaak aadak
他の遠い人は小さく無く固く幾らか強かった。

qaatdaum aatdar batdak battb fttb sb badak dafab
小さく無い家は農地を増やしたが大変悪く、多くの国が小さな国での手入れだった。
基本は小さな外人だった。

aadaqbab badafab badar badar sand nadaqaind
幾らかの自立領土は悪い遠くの人で、次々と傍の農地を国土にしたが、
自立の無い中央であった。

nadaqaab aadaum badaqaab nadaqand aadatqb aadafb qand
自立的で無い所有家は様々な自立心が成立せず、幾らか表だけの地域であった。
幾らか争ったとしても。

badar aadar badabatqb bab nadafb qdasb sand fab
成長した幾らかの農地は悪く多くが少地の領土だった。争わず少し成長した。
国土は遠い人だった。

nadaqbat nadar aatb qdar aatdas baadazi
自立が無く悪く、農地が無いのに人が増えた。小さな農地に出入が増え、まとめ役になった。


